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研究成果の概要（和文）：本研究計画では、アスリートの競技力向上や実力発揮に対するカウンセリングや心理
療法技法の有効性を検討することを目的とした。広義のパフォーマンスレベルにおいて積極的変化が認められた
カウンセリングの終結事例を中心、面接記録の分析を行った。その結果、カウンセリングによるアスリートのパ
フォーマンス向上に寄与する以下のような５つの効果要因を明らかにした。１）自己表現の場や心理的エネルギ
ーの流れの促進、２）パフォーマンス問題の明確化による競技行動の理解の促進、３）自身の身体や動きを語る
ことはイメージトレーニングと等価、４）気づきと意図性の高まり、５）パフォーマンス問題の背景にある心理
的課題の明確化。

研究成果の概要（英文）：  Standard mental training programs for athletes mainly involve the teaching
 of psychological skills without dealing directly with the athlete`s personality development.  The 
present study examines the effectiveness of counseling and psychotherapeutic techniques for 
enhancing athletic performance. With reference to the author’s own consultation cases in which 
counseling approaches resulted in performance enhancement, the author attempts to elucidate the 
factors leading to effective counseling. As a result, following five factors are clarified.
   1) The promotion of self-expression and stimulation of the flow of psychological energy. 2) 
Deeper understanding of own athletic behavior through  clarification of own performance problems. 3)
Talking about one’s bodies and body movement provides effects of image training. 4) Increase in 
awareness and intention attained. 5) Counseling helps to reveal the psychological problems behind 
performance problems.

研究分野：臨床スポーツ心理学

キーワード： アスリート　スポーツカウンセリング　事例　パフォーマンス向上・実力発揮　ナラティヴ　身体　象
徴的理解

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
競技力向上や実力発揮に対して、心理スキルの指導を抑えた対話によるカウンセリング技法の有効性ならびにそ
の機序を明らかにした本研究成果は、アスリートの心理支援での多様性をもたらすことができる。また、アスリ
ートの継続するメンタルトレーニングでは、セッションを重ねるごとに、心理スキルの指導の占める割合が徐々
に減っていき、最終的にはカウンセリングが中心となっていくことからも、心理スキルの指導を主たる介入方法
を採用している者においてもカウンセリング技法に習熟する意義を伝えることになる。さらに、個々のアスリー
トのパーソナリティ発達も視座においたアスリートの心理支援の充実にも繋がっていくはずである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究計画の中では、カウンセリングにおけるクライエントにとっての主要な作業は、カ
ウンセラーの前で自身を物語ること（ナラティヴ）と位置づけており、カウンセリングとナ
ラティヴを同義に用いている。 
 一般的にアスリートの心理サポートでは、実力発揮や競技力向上をメンタルトレーニン
グ、そしてアスリートの心理的問題の解決にはカウンセリングを用いるべきであるとの対
峙する主張がなされてきた。特に、それは欧米において顕著であった。しかし、病理モデル
ではなく、成長発達モデルや河合の主張する“自然モデル”に従ったカウンセリングに依拠し
た場合、メンタルトレーニングを適用したであろうと考えられるケースにおいても成果を
あげることを報告してきた（中込「臨床スポーツ心理学」2013、鈴木「スポーツと心理臨床」
2014、中込・鈴木＜編著＞「スポーツカウンセリングの現場から」2015、他）。しかしなが
ら、それらでの見解は、広く受け入れられてきた訳ではなく、説得力に欠けた説明であった
に違いない。アスリートがサポートの中で「語る」ことの有効性や意味についてはまだ検討
の余地が多く残されていると言わねばならない。 
 アスリートの心理サポート経験より、個別サポートを長期に継続した場合、そのほとんど
が心理スキルの指導ではなく、ナラティヴへと移行していく。また、アスリートへの心理サ
ポートを広く競技生活の充実そして引退後のキャリアトランジションをも視野に入れた場
合、心理スキルの指導では限界があると考えられる。こうした背景より、ナラティヴアプロ
ーチによるアスリートのサポートの有効性をさらに明らかにしていくことが重要な課題と
なってくる。 
 本申請者は、これまで 10数年にわたって「臨床スポーツ心理学」の構築そしてその展開
を研究課題として取り組んできた。そこでの研究成果の一つである「臨床学的方法」（個の
全体性、関係性、意味）は、本研究課題に取り組む上で、欠かせない研究方法と位置づけて
いる。一部の欧米研究者（Apitzsch,1995; Stream & Stream,1988; Conroy & Benjamin,2001）
より、アスリートの心理サポートにおける臨床心理学的アプローチの適用（役割）の拡大が
主張されてきたが、実証的な裏づけとなる実質的な取り組みがまだ十分なされてきていな
いようである。 
 
２．研究の目的 
 本研究者は、心理スキルの指導によるメンタルトレーニングとは別に、アスリートの実力
発揮や競技力向上を目的としたカウンセリングの有効性をこれまで主張してきた。そして
その効果機序を、個々のアスリートの競技遂行上の特徴や問題の背景に「心理的課題・問題」
を想定し、その解決に向けた取り組みに注目し、カウンセリングの有効性を実証してきた。
そこでさらに本研究計画では、ナラティヴアプローチ（語りをベース）による効果機序とし
て、「自己表現の場、促進」「競技行動や専門的動きの語り直し」「アスリートの“自己治癒力”
そして“個性化”への促し」「気づきと意図性の高まり」といった 4 つの要因を仮説として設
定し、主に心理サポート事例の分析を通して検証することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 アスリートの実力発揮や競技力向上におけるナラティヴアプローチによる効果機序を明
らかにするために、本研究計画では大きく 3つの研究対象を扱う。一つは相談事例である。
研究目的を達成するに相応しい申請者が関わった終結事例や研究計画期間中にある程度の



まとまりが窺われた事例の相談記録を分析する。そして２つ目は内界探索型メンタルトレ
ーニングプログラムから成る講習会であり、参加者から得られる各種資料を分析する。さら
に、箱庭体験に特化した自己表現（制作過程）および語りを介した資料の分析を行う。いず
れの分析においても、内的変化とパフォーマンスレベルでの変化の因果関係ではなく、共時
的変化より本研究目的に迫る。 
 相談事例の分析は、年度によって他の課題に対する比重は異なるが、基本的には 3 カ年
にわたって継続して着手する。研究計画初年度は、相談事例の分析に重点を置いた。以下、
年度ごとに説明する。 
＜平成 29 年度＞ 
カウンセリング事例の分析：広義のパフォーマンスレベルにおいて積極的変化が認められ
た事例を過去の終結したケースならびに研究計画期間中の本研究課題に相応しいケースを
選び出し、面接記録の分析を行った。ここでは事例研究が中心となるが、各ケース固有の心
理的特徴や内的課題への言及そして分析を抑え、目的（仮説）に沿って（「自己表現の場、
促進」「競技行動や専門的動きの語り直し」「アスリートの“自己治癒力”そして“個性化”の促
し」「気づきと意図性の高まり」）、関連する語りを抽出し、その時々で得られたパフォーマ
ンスの語りとの対応を試みた。基本的には、分類・カテゴリー化等を行わず、質的研究にな
らい、クライエントそしてカウンセラーの語りをそのまま文脈の中で分析する質的分析（ナ
ラティブ法）を適用した。 
分析の対象となった事例は、①「夢」を介した心理サポート事例（4年半、約 140 セッシ
ョン、スポーツ精神医学 11 巻、2014）、②MT 講習会からカウンセリングに移行したケー
ス（約 1年、40セッション、未発表）、③試合で実力発揮が出来ないと訴えて来談した事例
（3年半、約 100 セッション、「アスリートの心理臨床」＜中込、2004＞の中で一部掲載）。
これらのケースに共通するのは、パフォーマンス面においても大きな向上的変化を果たし
たことである。各ケースにおいては、原資料となる自身の面接記録にあらためて立ち返るこ
とになる。この他、④講習会から個別サポートに移行した男性個人競技者、⑤最終学年にな
りメンタルトレーニングを希望して来談した男子個人競技者、⑥大学卒業後の競技継続に
おいて心理サポートを希望した女性個人競技者）、⑦バーンアウトしてしまった女性アスリ
ートの事例、⑧いわゆる“イップス”と括れる男性アスリートの事例、⑨負傷後のリハビリ過
程における競技復帰までの心理サポート事例も分析事例とした。その他、国立スポーツ科学
センター心理部門で定期的に行われているケース検討会のスーパーヴィジョンで得た知見
をもとに検討を行なっていった。 
＜平成 30 年度＞ 
 引き続き事例の分析を行った。 
その他グループ箱庭によるティームビルディング（チームの建て直し）の事例の分析を行
った。それは、ある大学球技系女子運動部部員に対して２シーズンに渡って実施された研究
協力者のひとりである江田氏が中心（立会人）となってグループ箱庭が実施され、そして本
研究者が毎セッションごとにスーパーヴィジョンを担当した事例である。チームが抱えた
問題・課題の解決、チーム成績、チーム効力感、チーム凝集性等の向上に対して、グループ
箱庭体験によるイメージを介した自己表現や癒し、そして自己理解や他者交流の促進がど
のような役割を果たしたのかを検討することによって、本研究課題に迫った。 
＜平成 31 年度＞ 
 研究計画の最終年度は、前年度に引き続き相談事例の分析を行ったが、当初予定していた



心理スキルの学習・指導を抑えた内界探索に方向づけられたメンタルトレーニングプログ
ラムに沿った講習会を開催し、「語りベース」あるいは様々な表現方法（グループ箱庭、描
画、クラスタリング、グループワーク）を通した「自己表現」を促すといった課題設定を行
っていたが、諸般の事情から実施できなかった。 
  
４．研究成果 
  本研究計画では、アスリートの競技力向上や実力発揮に対するカウンセリングや心理療
法技法の有効性を検討することを目的とした。広義のパフォーマンスレベルにおいて積極
的変化が認められたカウンセリングの終結事例を中心、面接記録の分析を行った。その結果、
カウンセリングによるアスリートのパフォーマンス向上に寄与する以下のような５つの効
果要因を明らかにした。１）自己表現の場や心理的エネルギーの流れの促進、２）パフォー
マンス問題の明確化による競技行動の理解の促進、３）自身の身体や動きを語ることはイメ
ージトレーニングと等価、４）気づきと意図性の高まり、５）パフォーマンス問題の背景に
ある心理的課題の明確化、であった。 
  競技力向上や実力発揮に対して、心理スキルの指導を抑えた対話によるカウンセリング
技法の有効性ならびにその機序を明らかにした本研究成果は、アスリートの心理支援での
多様性をもたらすことができる。また、アスリートの継続するメンタルトレーニングでは、
セッションを重ねるごとに、心理スキルの指導の占める割合が徐々に減っていき、最終的に
はカウンセリングが中心となっていくことからも、心理スキルの指導を主たる支援方法と
して採用している者においてもカウンセリング技法に習熟する意義を伝えることになる。
さらに、個々のアスリートの競技力向上・実力発揮（現実適応）だけでなく、パーソナリテ
ィ発達（個性化）も視座においたアスリートの心理支援の充実にも繋がっていくはずである。 
  本研究計画の課題の一つであった内界探索型メンタルトレーニングプログラムから成る
講習会による確かめを行なっておらず、広義のパフォーマンスの変化（競技体験の変化を含
む）と内的変化の共時的関係に注目しながら、今後機会を得て取り組みたい。また、さらに
アスリートのカウンセリング事例を重ねていき、より説得力のある主張を行なっていきた
い。 
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